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函館市企業局経営懇話会設置要綱

㧔設置㧕

第㧝条 函館市企業局ߩ経営等ߦ関ߒ，適正ߟ߆合理的ߥ運営を行い，

健全ߥ経営を図ߦ߼ߚࠆ広く各界各層ߩ市民ߩࠄ߆意見を求ߣߎࠆ߼

を目的ߡߒߣ，函館市企業局経営懇話会㧔以下ޟ懇話会ߣޠいう。㧕

を設置ࠆߔ。

㧔所掌事項㧕

第㧞条 懇話会ߪ，ᰴߩ各号ߦ掲ࠆߍ事項を調査検討ࠆߔ。

(1) 事業運営ߦ係ࠆ重要ߥ課題，方針ࠃ߅び施策ߦ関ߣߎࠆߔ

(平) 事業計画等ߩ評価ߦ関ߣߎࠆߔ

(年) 料金等ߦ関ߣߎࠆߔ

(4) そߩ他必要ߥ事項

㧞 懇話会ߪ，前項各号ߦ掲ࠆߍ事項ߦ関ߒ，自ࠄ調査検討ߡߒ，企業

局長ߦ提言ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ。

㧔組織㧕

第㧟条 懇話会ߪ，委員㧝㧡人以内を߽ߡߞ組織ࠆߔ。

㧔委員ࠃ߅び任期等㧕

第㧠条 委員ߪ，ᰴߩ各号ߦ掲ࠆߍ者ߢ構成ߒ，企業局長߇᳿定ࠆߔ。

(1) 学識経験ߩあࠆ者

(平) 市民福祉団体ߦ属ࠆߔ者

(年) 産業経済団体ߦ属ࠆߔ者

(4) 一般公募ࠆࠃߦ者

㧞 委員ߩ任期ߪ，㧞ᐕߒߛߚ。ࠆߔߣ，委員ߚߌᰳ߇場合ࠆߌ߅ߦ補

。ࠆߔߣ残任期間ߩ前任者，ߪ任期ߩ委員ߩᰳ

㧟 委員ߪ，再任さࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇ。

㧔会長ࠃ߅び副会長㧕

第㧡条 懇話会ߦ会長㧝人ࠃ߅び副会長㧞人を置く。

㧞 会長ࠃ߅び副会長ߪ，委員ߩ互選ࠅࠃߦ定ࠆ߼。

㧟 会長ߪ，懇話会を代表ߒ，会務を総理ࠆߔ。

㧠 副会長ߪ，会長を補佐ߒ，会長ߦ事故߇あߪ߈ߣࠆ，あ߼ߓ߆ࠄ会

長߇指定ࠆߔ副会長߇，そߩ職務を代理ࠆߔ。

㧔会議㧕

第㧢条 会議ߪ，会長߇招集ࠆߔ。

㧞 会長ߪ，会議ߩ議長を務ࠆ߼。

㧟 会長ߪ，必要߇あߣࠆ認ߪ߈ߣࠆ߼，会議ߦ関係者ߩ出席を求߼，

そߩ意見まߪߚ説᣿を聴くࠆ߈ߢ߇ߣߎ。

㧔分科会㧕

第㧣条 懇話会ߦ，専門ߩ事項を調査検討߼ߚࠆߔ必要߇あߪ߈ߣࠆ，

分科会を置くࠆ߈ߢ߇ߣߎ。

㧔庶務㧕

第㧤条 懇話会ߩ庶務ߪ，企業局管理部経営企画課߅ߦいߡ処理ࠆߔ。

㧔補則㧕

第㧥条 事項ߥ必要ߒ関ߦ運営ߩ懇話会，߆ほߩߩ߽ࠆ߼定ߦ要綱ߩߎ

。ࠆ߼定ߡߞ諮ߦ懇話会߇会長，ߪ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧝㧞ᐕ㧡月㧝㧡日，ߪ要綱ߩߎ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧝㧠ᐕ㧠月㧝日，ߪ要綱ߩߎ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧝㧤ᐕ㧡月㧟㧜日，ߪ要綱ߩߎ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧞㧞ᐕ㧠月㧝日，ߪ要綱ߩߎ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧞㧟ᐕ㧠月㧝日，ߪ要綱ߩߎ

附 則

。ࠆߔ施行ࠄ߆ᐔ成㧞㧠ᐕ㧢月㧝日，ߪ要綱ߩߎ

1

１　函館市企業局経営懇話会設置要綱



２　平成２８年度 企業局の組織と主な業務について

※ H28.5.1現在の職員数＝２４３人（企業局長，嘱託職員，臨時職員を除く）

電車乗務員養成所
乗務員の養成・研修

施設課

線路担当

電車関連施設の維持管理電路担当

車両担当

事業課

営業担当

電車の利用促進の企画

運行・運行管理
電車担当

東部営業所

（東部４支所管内の）

転居等による水道の使用開始・中止

水道の使用水量の計量および認定

水道料金・下水道使用料等の

納付・相談

交通部

交通部交通部

交通部 安全推進課

安全推進担当 安全管理体制の確立

水道管・下水道管の維持管理

温泉供給の管理

公共桝の設置

分流改造工事

上下水道の事業計画

配水管工事の設計・施工

下水道本管工事の設計・施工

終末処理場

水処理施設担当

処理場・ポンプ場施設の維持管理

下水の水質試験・水質管理

処理場・ポンプ場工事の設計・施工

汚泥処理施設担当

ポンプ場施設担当

下水道施設設計担当

水質管理担当

笹流貯水池，赤川高区･低区浄水場，

水源林，松倉・汐泊取水場，旭岡浄水

場の維持管理

水道施設工事の設計・施工

水道水の水質試験・水質管理

水源林担当

水道施設設計担当

旭岡浄水担当

水質検査担当

水質信頼性保証担当

温泉等担当

温泉等担当

下水道管渠維持担当

浄水課

赤川浄水担当

下水道設備担当

管路整備室
計画・管路担当

計画担当

水道管路設計担当

下水道管渠設計担当

維持管理担当

水道管路等維持担当

上下水道部

上下水道部上下水道部

上下水道部 業務課

用地管理担当

下水道使用等の許可

給排水工事の受付・相談

給排水工事業者の指定等

給排水工事の審査・検査

特定事業場から排出される下水の

水質規制・水質指導

開発行為担当

マッピングシステム担当

給排水指導担当

給排水検査担当

水質指導担当

滞納整理担当

停水担当

料金課

定期検針担当

再調査担当

量水器担当

予算・決算

公金の出納・保管

入札・契約

下水道事業担当

調定（普及促進等）担当

収納担当

転居等による水道の使用開始・中止

水道の使用水量の計量および認定

水道メーターの維持管理

水道料金・下水道使用料の決定

水洗化改造資金の貸付

下水道事業受益者負担金の手続

収納・滞納整理担当

庶務担当

庁舎・車両管理

災害対策

人事・労務・給与

調定（水道等）担当

調定（下水道等）担当

行財政改革担当

経営企画課
各種計画・重要施策等の企画，調整

広報・経営懇話会

経理課

水道・交通事業担当

防災・業務連携担当

職員担当

物品契約担当

工事・委託契約担当

水道料金・下水道使用料等の

納付・相談，督促，催告，停水

公営企業管理者（企業局長）

［ 主 な 業 務 内 容 ］

管理部

管理部管理部

管理部 総務課
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３ 事業の概要について 

 本市の水道事業は，明治21年に創設事業に着手し，翌22年から給水を開始していま

す。その後，人口増加や生活水準の向上，産業経済の発展などによる水需要の増加に 

合わせ６回の拡張事業を行い，水源の確保や浄水場等の水道施設の整備を進めるとと 

もに，水源かん養保安林の整備・育成などにより水源域の環境保全に取り組んできま 

した。 

 平成16年の市町村合併に伴い，旧４町村（東部地域）の簡易水道事業を引継ぎ，平

成27年度末では，給水人口 266,395人に一日平均 92,500立方メートルの水を供給し 

ています。 

 温泉事業は，温泉井（源泉）を６本（通常時利用井４本）所有しており，平成27年 

度末では，湯川地区のホテルや旅館など 102件に一日3,850立方メートルの温泉を供 

給しています。 

 また，売電事業については，環境負荷の低減および安定的な売電収入の確保を図る 

ため，平成26年度から27年度にかけて，再生可能エネルギーを有効利用する小水力発

電設備（最大出力 199kW）を赤川高区浄水場内に整備し，現在，運用開始に向けた手

続きを進めています。 

 なお，小水力発電の年間平均発電量は一般家庭の約260世帯分，二酸化炭素は680t 

の削減量を見込んでいます。 

 ア 水道事業 

函館の水道 

水 道 事 業 

温 泉 事 業 

売 電 事 業 

簡易水道事業 

計画給水人口が101人以上の事業

（函館地域） 

ホテルや旅館等に温泉を供給する事業（湯川地区） 
平成26年度から水道事業の附帯事業 

自ら発電した電力を電力会社に卸売する事業 

平成26年度から水道事業の附帯事業 

水道事業のうち特に計画給水人口が5,000人以下の事業（東部地域） 
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 本市の下水道事業は，昭和23年に事業認可を受け，浸水対策を重点とした合流式に

よる管渠の整備を進め，昭和46年には市街化区域全域を対象とした公共下水道計画を

策定しました。その後の急速な都市化の進展を背景に，昭和55年には北海道が事業主

体となり，函館市北部の一部区域と周辺３町（現北斗市と七飯町）の汚水を処理す 

る函館湾流域下水道事業計画を定め，市街地を貫流する亀田川を境に南側の単独公共 

下水道を南処理区とし，北側の流域関連公共下水道を函館湾処理区として整備を進め 

てきました。 

 平成16年の市町村合併に伴い，旧戸井町の特定環境保全公共下水道の事業を引き継

ぎ，平成27年度末では，処理区域内人口240,551人であり，一日平均97,137立方メー 

トルの汚水を処理しています。 

 イ 下水道事業 

函館の下水道 

函館市公共下水道事業 

単独公共下水道 

特定環境保全公共下水道 

函館湾流域下水道事業 

主に市街地の下水を排除・処理するため，市町村が管理する下水道（主に函館市南東部） 

公共下水道のうち農山漁村部の中心集落など市街地以外で設置される下水道（戸井地区） 

函館湾流域下水道へ接続し，下水の処理をする市町村が管理する下水道（主に函館市北西部） 

函館市の一部・北斗市・七飯町の公共下水道の下水を受けて排除・処理するため北海道が管理する下水道 

流域関連公共下水道 
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 函館市の市電は，大正２年６月に東京以北では最初に運行されて以来，身近な乗り 

物として，市民に親しまれるとともに，路線の拡大を図り，昭和39年のピーク時点で

は，最大12系統，営業路線17.7キロ，一日あたりの乗客数は135,188人までに達しま 

した。 

 昭和40年代からは，急激な自家用車の普及，住民人口の北東部等市周辺部への拡散

や近隣自治体への移動，少子化等による市の人口減少等により市電の利用者が減少す 

ることに伴い，五稜郭駅前線の廃止にはじまり，東雲線，ガス会社線の廃止により， 

路線は最盛期の６割ほどに縮小され，乗客数の減少が続くなど，交通事業を取り巻く 

環境は厳しいものとなりました。 

 その後，厳しい経営環境が続く中，平成12年からは市営バスの廃止と市電の公営維

持の函館市方針に基づき，交通事業の経営計画とその後継となる第２次経営計画に沿 

って事業運営を進めてきましたが，平成26年度末には，本計画における大きな課題で 

あった市営バス廃止に伴う累積資金不足額が解消されるとともに，昨年度には，海外 

からの観光客の増加や函館アリーナでの各種イベント・コンベンションの開催の影響 

などにより，これまで減少傾向であった利用者数にも若干の増加傾向がみられる状況 

になりました。 

 なお，今年度は，市民の皆様や，国内外から来函される方々の利便性向上を図るた

め，函館バスとの共通利用可能な交通系ＩＣカードの導入を予定しているところです。 

 ウ 交通事業 

乗車人員（人）  乗車料金収入（千円・税抜）  

定期外 定 期 計 定期外 定 期 計 

4,863,675 413,832 5,277,507 826,487 57,172 883,659  

■平成27年度の乗車人員と料金収入（決算見込）  

区分  
営業路線

(km)  

運 転 

系統数  

車両数 
営業所数  停留所数  

客車 除雪車 装飾車 合計 

電車 10.9 2 32 2 3 37 1 26 

■主な施設 

区  分  

料  金 （円） 

備  考 
2kmまで 4kmまで 7kmまで 

7kmを 

超えた場合 

普通料金 
大人 210 230 240 250 市電専用１日券 

大人 600円 
小児 300円 小児 110 120 120 130 

■乗車料金（平成26年５月１日改定） 
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 　     ᖹ成27ᖺ度企業局各会計決算䠄見込み䠅について 　     ᖹ成27ᖺ度企業局各会計決算䠄見込み䠅について 　     ᖹ成27ᖺ度企業局各会計決算䠄見込み䠅について 　     ᖹ成27ᖺ度企業局各会計決算䠄見込み䠅について

 

水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計

その他

1.6億円　　　 その他

1.0億円　　　

温泉事業 売電事業

温泉供給収益等 温泉事業維持管理費等 建設改良費

1.0億円　　　 0.7億円　　　 4.5億円　　　

水道事業 水道事業支払利息 温泉事業

長期前受金戻入 3.3億円　　　 企業債償還金

1.8億円　　　 0.2億円　　　

その他

水道事業 水道事業 1.5億円　　　 温泉事業

一般会計繰入金 減価償却費等 建設改良費

0.4億円　　　 14.4億円　　　 0.2億円　　　

売電事業企業債 水道事業

4.5億円　　　 企業債償還金

12.9億円　　　

水道事業 水道事業 水道事業

給水収益 維持管理費 一般会計繰入金

44.3億円　　　 15.0億円　　　 0.9億円　　　

水道事業 水道事業

国庫補助金 建設改良費

0.4億円　　　 16.8億円　　　

水道事業人件費

9.8億円　　　 水道事業企業債

11.1億円　　　

　収益的収入合計　　　　49.1億円 資ᮏ的収入合計　 　　 18.4億円

　収益的支出合計　　　　44.2億円 資ᮏ的支出合計　　　　34.6億円

　差　　　　　引(A) 　　 4.9億円 差　　　　　引(B)　　-16.2億円

（純　　利　　益 　　　  3.6億円)

　減価償却費等　(C)　　 12.6億円

　　　前ᖺ度ᮎ財源残額(D)　　　　　　22.8億円

　　　当ᖺ度財源過不足額(E=A+B+C)　   1.3億円

　　　当ᖺ度ᮎ財源残額(F=D+E)　　　　24.1億円

貸　借　対　照　表 ᖹ成28ᖺ3月31日現在

千円 千円

固定資産 㻟㻜,㻥㻣㻡,㻜㻢㻟 固定負債 㻝㻤,㻞㻤㻣,㻥㻠㻡

　水道事業有形固定資産 㻟㻜,㻜㻣㻥,㻠㻟㻟 　企　業　債 㻝㻣,㻝㻣㻤,㻠㻞㻤

　温泉事業有形固定資産 㻠㻟㻤,㻢㻥㻟 　引　当　金 㻝,㻝㻜㻥,㻡㻝㻣

　売電事業有形固定資産 㻠㻡㻞,㻢㻠㻢

　投資その他の資産 㻠,㻞㻥㻝 流動負債 㻞,㻠㻟㻤,㻢㻢㻞

　企　業　債 㻝,㻟㻜㻟,㻤㻝㻞

流動資産 㻟,㻡㻟㻢,㻥㻣㻜 　未　払　金 㻝,㻜㻟㻜,㻣㻞㻤

　現 金 預 金 㻞,㻤㻡㻥,㻠㻠㻥 　引　当　金 㻣㻡,㻤㻡㻜

　未　収　金 㻢㻣㻣,㻠㻣㻝 　そ　の　他 㻞㻤,㻞㻣㻞

　そ　の　他 㻡㻜

繰延収益 㻟,㻟㻜㻣,㻥㻤㻤

資本金 㻥,㻣㻞㻠,㻜㻣㻟

剰余金 㻣㻡㻟,㻟㻢㻡

　資本剰余金 㻞㻡㻠,㻣㻥㻞

　利益剰余金 㻠㻥㻤,㻡㻣㻟

　　当年度未処分利益剰余金

㻠㻥㻤,㻡㻣㻟

㻟㻠,㻡㻝㻞,㻜㻟㻟 㻟㻠,㻡㻝㻞,㻜㻟㻟
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公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計

その他

0.9億円　　　

長期貸付金

0.1億円　　　

その他

長期前受金戻入 1.9億円　　　

19.5億円　　　

貸付金返還金

支払利息 0.2億円　　　

11.7億円　　　

一般会計繰入金 工事補償金

12.3億円　　　 0.5億円　　　

企業債償還金

一般会計繰入金 40.2億円　　　

減価償却費等 4.1億円　　　

35.2億円　　　

受益者㈇担金

0.1億円　　　

下水道使用料

46.7億円　　　

国庫補助金

維持管理費 3.4億円　　　

16.2億円　　　

企業債 建設改良費

21.5億円　　　 14.2億円　　　

人件費

4.1億円　　　

　収益的収入合計　　　　79.4億円 資ᮏ的収入合計　　　　29.8億円

　収益的支出合計　　　　69.1億円 資ᮏ的支出合計　　　　54.5億円

　差　　　　　引(A) 　　10.3億円 差　　　　　引(B)　　-24.7億円

㸦純　　利　　益　　　　 9.7億円㸧

　減価償却費等　(（)　　 15.1億円

　　　前ᖺ度ᮎ㈈源残額(）)　　　　　　18.5億円

　　　当ᖺ度㈈源過不足額(E=A+B+（)　   0.7億円

　　　当ᖺ度ᮎ㈈源残額(F=）+E)　　　　19.2億円

貸　借　対　照　表 ᖹ成28ᖺ3月31日現在

千円 千円

固定資産 㻝㻜㻠,㻣㻥㻡,㻥㻥㻤 固定負債 㻡㻟,㻤㻞㻠,㻝㻥㻞

　有形固定資産 㻝㻜㻞,㻜㻢㻜,㻝㻝㻤 　企　業　債 㻡㻟,㻠㻢㻠,㻢㻡㻡

　無形固定資産 㻞,㻣㻝㻢,㻥㻟㻢 　引　当　金 㻟㻡㻥,㻡㻟㻣

　投資その他の資産 㻝㻤,㻥㻠㻠

流動負債 㻡,㻞㻜㻣,㻞㻥㻡

流動資産 㻟,㻜㻟㻟,㻤㻤㻟 　企　業　債 㻠,㻝㻞㻡,㻥㻥㻠

　現 金 預 金 㻞,㻠㻤㻣,㻜㻡㻥 　未　払　金 㻝,㻜㻡㻠,㻜㻥㻣

　未　収　金 㻠㻥㻣,㻡㻢㻤 　引　当　金 㻞㻟,㻣㻥㻝

　そ　の　他 㻠㻥,㻞㻡㻢 　そ　の　他 㻟,㻠㻝㻟

繰延収益 㻠㻟,㻤㻠㻡,㻠㻝㻝

資本金 㻝,㻥㻣㻝,㻜㻤㻥

剰余金 㻞,㻥㻤㻝,㻤㻥㻠

　資本剰余金 㻝,㻞㻤㻢,㻣㻝㻣

　利益剰余金 㻝,㻢㻥㻡,㻝㻣㻣

　　当年度未処分利益剰余金

㻝,㻢㻥㻡,㻝㻣㻣

㻝㻜㻣,㻤㻞㻥,㻤㻤㻝 㻝㻜㻣,㻤㻞㻥,㻤㻤㻝
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交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計

その他

その他 0.2億円　　　

0.6億円　　　

支払利息

長期前受金戻入 0.2億円　　　

1.1億円　　　

減価償却費等

一般会計繰入金 1.9億円　　　

2.6億円　　　

その他

0.4億円　　　

維持管理費

4.6億円　　　 一般会計繰入金 企業債償還金

0.5億円　　　 1.2億円　　　

運輸収益

9.5億円　　　 国庫補助金

人件費 0.2億円　　　 建設改良費

6.3億円　　　 4.2億円　　　

企業債

3.4億円　　　

　収益的収入合計　　　　13.8億円 資ᮏ的収入合計　　　　4.5億円

　収益的支出合計　　　　13.2億円 資ᮏ的支出合計　　　　5.4億円

　差　　　　　引(A)　　　0.6億円 差　　　　　引(B) 　 -0.9億円

㸦純　　利　　益　　　　 0.3億円㸧

  減価償却費等　(（)　 　 1.0億円

　　　前ᖺ度ᮎ財源残額(）)　　　　　　 1.8億円

　　　当ᖺ度財源過不足額(E=A+B+（)　　 0.7億円

　　　当ᖺ度ᮎ財源残額(F=）+E)　　　　 2.5億円

貸　借　対　照　表 ᖹ成28ᖺ3月31日現在

千円 千円

固定資産 㻞㻘㻢㻣㻜㻘㻢㻜㻞 固定負債 㻝㻘㻤㻞㻣㻘㻞㻠㻝

　有形固定資産 㻞㻘㻢㻣㻜㻘㻟㻢㻜   企業債 㻝㻘㻠㻞㻜㻘㻠㻡㻝

　投資その他の資産 㻞㻠㻞 　引当金 㻠㻜㻢㻘㻣㻥㻜

流動資産 㻠㻞㻡㻘㻝㻤㻤 流動負債 㻟㻜㻝㻘㻤㻡㻡

　現 金 預 金 㻞㻝㻥㻘㻝㻜㻡 　企業債 㻝㻟㻟㻘㻜㻡㻠

　未　収　金 㻝㻜㻤㻘㻢㻥㻢 　未払金 㻝㻝㻝㻘㻣㻤㻞

　商　　　 品 㻡㻘㻥㻜㻠 　引当金 㻟㻡㻘㻡㻢㻟

　貯　蔵　品 㻥㻝㻘㻠㻤㻟 　その他 㻞㻝㻘㻠㻡㻢

繰延収益 㻡㻥㻣㻘㻢㻟㻜

資本金 㻟㻤㻞㻘㻢㻡㻣

剰余金 㻙㻝㻟㻘㻡㻥㻟

　欠損金 㻝㻟㻘㻡㻥㻟

　　当年度未処理欠損金 㻝㻟㻘㻡㻥㻟

㻟㻘㻜㻥㻡㻘㻣㻥㻜 㻟㻘㻜㻥㻡㻘㻣㻥㻜
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　ᖹ成28ᖺ度企業局各会計予算の概要について　ᖹ成28ᖺ度企業局各会計予算の概要について　ᖹ成28ᖺ度企業局各会計予算の概要について　ᖹ成28ᖺ度企業局各会計予算の概要について

 

水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計水 道 事 業 会 計

　　࠙ 業 務 の 予 定 量 ࠚ

(1) 水 道 給 水 栓 数 132,502 栓(対前ᖺ度比 0.5%減)

(2) 水 道 ᖺ 間 総 配 水 量 33,3【1,000 立方ﾒ㺎ﾄﾙ(対前ᖺ度比 1.2%減)

(3) 水道一日ᖹ均給水量 91,400 立方ﾒ㺎ﾄﾙ(対前ᖺ度比 1.0%減)

(4) 温 泉 一 日 供 給 量 3,850 立方ﾒ㺎ﾄﾙ(対前ᖺ度比 0.4%増)

(5) ᖺ 間 販 売 電 力 量 】51,8】2 ｷ㺹㺺㺍ﾄ時㸦対前ᖺ度比 －㸧

(【) 主要な建設改良事業

水 道 事 業 1,8】1,332 千円

　配　水　管   　　    　 　　 5,】85メートル

　簡易水道施設機械電気計装設備整備 　  1式

温 泉 事 業 18,03【 千円

　供　給　管 　　      　 　　   8】0メートル 

そ の 他 100,12】 千円

その他

2.1億円　　　

その他

売電事業 1.1億円　　　

電力販売収益等

0.3億円　　　 売電事業

維持管理費等

0.3億円　　　

温泉事業

温泉供給収益等 温泉事業

1.0億円　　　 維持管理費等

0.】億円　　　 温泉事業

水道事業 企業債償還金

長期前受金戻入 水道事業 0.2億円　　　

1.9億円　　　 支払利息

3.2億円　　　 水道事業

工事補償金等

水道事業 水道事業 1.3億円　　　　 温泉事業

一般会計繰入金 減価償却費等 建設改良費等

0.4億円　　　 14.【億円　　　 水道事業 0.2億円　　　

一般会計繰入金

0.9億円　　　　 水道事業

水道事業 企業債償還金

維持管理費 水道事業 12.8億円　　　

1】.1億円　　　 国庫補助金

水道事業 0.8億円　　　　

給水収益 水道事業

43.8億円　　　 建設改良費

水道事業 19.】億円　　　

人件費 水道事業

8.8億円　　　 企業債

14.1億円　　　　

　収益的収入合計　　　　49.5億円 資ᮏ的収入合計　　 　 1】.1億円

　収益的支出合計　　　　45.8億円 資ᮏ的支出合計　　　　32.9億円

　差　　　　　引(A) 　　 3.】億円 差　　　　　引(B)　　-15.8億円

㸦純　　利　　益　　　　 2.5億円㸧

  減価償却費等　(（)   　12.5億円

　　  前ᖺ度ᮎ財源残額(）) 　         23.2億円

　　　当ᖺ度財源過不足額(E=A+B+（) 　  0.4億円

　　  当ᖺ度ᮎ財源残額(F=）+E) 　     23.【億円
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公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計公 共 下 水 道 事 業 会 計

　　࠙ 業 務 の 予 定 量 ࠚ

(1) 排 水 戸 数 11】,943 戸(対前ᖺ度比 0.5財減)

(2) ᖺ 間 総 排 水 量 2】,3】5,000 立方ﾒｰﾄﾙ(対前ᖺ度比 0.9財減)

(3) 一 日 ᖹ 均 排 水 量 】5,000 立方ﾒｰﾄﾙ(対前ᖺ度比 0.】財減)

(4) 主要な建設改良事業

管 　 渠 　 事 　 業 1,041,488 千円

　下　水　管　渠        　    3,183メートル

ポ ン プ 場 事 業 1【0,991 千円

　大手ポンプ場電気計装設備整備　  1式

処 理 場 事 業 322,41【 千円

　汚水処理施設電気計装設備整備　　1式

　汚泥処理施設乾燥設備整備　　　　1式

そ の 他 12【,】10 千円

その他

0.8億円　　　

その他

1.8億円　　　

長期前受金戻入

20.1億円　　　 支払利息

10.9億円　　　 長期貸付金

0.1億円　　　

一般会計繰入金 貸付金返還金

12.1億円　　　 0.2億円　　　

工事補償金

減価償却費等 0.4億円　　　

35.5億円　　　

企業債償還金

一般会計繰入金 41.3億円　　　

4.9億円　　　

受益者㈇担金

下水道使用料 0.1億円　　　

4【.1億円　　　

国庫補助金

維持管理費 3.5億円　　　

1】.1億円　　　

企業債 建設改良費

人件費 23.5億円　　　 1【.5億円　　　

3.9億円　　　

　収益的収入合計　　　　】9.1億円 資ᮏ的収入合計　　　　32.【億円

　収益的支出合計　  　　【9.2億円 資ᮏ的支出合計　　　　5】.9億円

　差　　　　　引(A)　 　 9.9億円 差　　　　　引(B)　　-25.3億円

㸦純　　利　　益　　　　 9.1億円㸧

　減価償却費等　(（)　　 15.8億円

　　　前ᖺ度ᮎ㈈源残額(）)　　　　  　 18.4億円

　　　当ᖺ度㈈源過不足額(E=A+B+（)  　  0.4億円

　　　当ᖺ度ᮎ㈈源残額(F=）+E)　　　 　18.8億円
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交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計交 通 事 業 会 計

　　࠙ 業 務 の 予 定 量 ࠚ

(1) 車 両 数 32 両(対前ᖺ度同)

(2) ᖺ間走行キロ࣓ーࢺル 1,023,【15 㺕ﾛ㺰ｰ㺢ﾙ(対前ᖺ度比1.9財増)

(3) ᖺ 間 総 輸 送 人 員 5,31】,191 人(対前ᖺ度比 4.2財増)

(4) 一 日 ᖹ 均 輸 送 人 員 14,5【8 人(対前ᖺ度比 4.5財増)

(5) 主要な建設改良事業

軌 　 　 道 　 　 費 193,158 千円

　軌　道　改　良　　　　　　　　218.0࣓ーࢺル

車 　 　 両 　 　 費 94,【08 千円

　車　体　改　良　　　　　　　　　　1両　　　　　   　2両

I（㺔ｰ㺢ﾞ㺚㺛㺡㺯 整 備 費 205,200 千円

　交通系ＩＣカーࢻシステ࣒整備 　 　1式

そ 　 　 の 　 　 他 】4,035 千円

その他

0.3億円　　　

その他

0.【億円　　　 支払利息

0.1億円　　　

長期前受金戻入

0.8億円　　　 減価償却費等

2.4億円　　　

一般会計繰入金

3.0億円　　　

維持管理費

5.2億円　　　

工事㈇担金

0.】億円　　　

運輸収益 企業債償還金

9.【億円　　　 一般会計繰入金 1.3億円　　　

0.8億円　　　

人件費

【.5億円　　　 国庫補助金

1.1億円　　　

企業債

3.1億円　　　 建設改良費

5.】億円　　　

　収益的収入合計　　　　14.0億円 資ᮏ的収入合計　　　　5.】億円

　収益的支出合計　  　　14.5億円 資ᮏ的支出合計　　　　】.0億円

　差　　　　　引(A)　   -0.5億円 差　　　　　引(B)　　-1.3億円

㸦純　　損　　失　　　　 0.】億円㸧

　減価償却費等　(（)　　  1.8億円

　　　前ᖺ度ᮎ㈈源残額(）)　　　　 　  1.9億円

　　　当ᖺ度㈈源過不足額(E=A+B+（)  　 0.0億円

　　　当ᖺ度ᮎ㈈源残額(F=）+E)　　 　　1.9億円
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